
１　児童アンケートの集計結果

　14項目中、5項目について肯定的な回答（「あてはまる及びだいたいあてはまる」が90％以上）で
あった。特に、本校の特色ある教育活動の一つである「⑧花いっぱい活動」についての項目は95.2％の
回答があり、異学年集団での植栽活動による思いやりの心の育成の成果が表れていると言える。また
「⑦他者理解」について肯定的な回答が多く、今年度「チャレンジしよう　みとめあおう」を重点目標
として、様々な場面において、友達の考えのよさに目を向けさせたり広げたりしてきたことが、子ども
たちにも意識化されてきたと言える。一方、学習面の「⑤対話的な学び」については、自分の思いや考
えを伝え合うことが十分にできていない実態が見られる。授業だけでなく教育活動全体を通して、子ど
もたち同士が「学び合い・高め合う」場面を、更に意図的に設定していくことで改善を図ることができ
ると考える。
 「⑩運動習慣」「⑫読書習慣」については、他項目よりも肯定的な回答の割合が低く、約70～80％程
度と昨年同様の結果となった。チャレンジ運動習慣や業間マラソン、また朝の読書の時間や読書イベン
ト等の取り組みを進めてきたが、今後、更に子どもたちの意欲向上を図るための実践を工夫していく必
要がある。
　

⑪　自分の生活をふり返り、規則正しい生活がで
　きていますか。

⑫「おはよう。」などのあいさつをしたり、学校のき
　まりを守ったりして、安全に落ち着いて生活して
　いますか。

⑬　読書に取り組んでいますか。

⑭　ゲームやタブレットなどの使い方について、学
　校のきまりや家での約束を守っていますか。
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　保護者の皆様におかれましては、お忙しい中、本校の学校評価にご協力いただきましてありがとうご
ざいました。皆様からのご意見を基に次年度の教育計画を作成し、子どもたちのために豊かな教育活動
が実践できるよう努力して参ります。

原町第二小学校長　横山　雄彦

①　学校のいろいろな行事や活動に、楽しく参加し
　ていますか。

②　どんなことにも、あきらめずに取り組んでいます
　か。

③　学習では、めあてや課題に向かって進んで取
　り組んでいますか。

④　学習で、「できた」「わかった」という喜びを味
　わっていますか。

⑤　話し合う学習では、友達と考えを伝え合い、自
　分の考えを広げたり深めたりしていますか。

⑥　家庭学習に、自分から取り組んでいますか。

⑦　友達のよいところに目を向け、思いやりの気持
　ちをもって生活していますか。

⑧「花いっぱい活動」などでは、みんなと助け合っ
　て活動していますか。

⑨　自分では解決できないことは、先生やおうちの
　人に相談していますか。

⑩　体育の授業や休み時間には、自分から運動し
　ていますか。

あてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない



２　保護者アンケートの集計結果　（対象：全保護者　１１月実施）

【お子さんに関して】

⑩　お子さんは、運動に親しんでいる。

⑪　お子さんは、あいさつやマナー等の基本的な
　生活習慣が身につき、安全に落ち着いて生活し
　ている。

⑫　お子さんは、読書に親しんでいる。

⑬　お子さんは、約束を守ってゲームをしたり、タブ
　レットを使ったりしている。

⑥　学校は、各種便りやホームページなどを通し
　て、家庭への連絡や情報提供を適切に行ってい
　る。

⑦　お子さんは、学校行事・活動や学習に意欲的
　に取り組んでいる。

⑧　お子さんは、進んで家庭学習に取り組んでい
　る。

　学校の取組に関する評価は、6項目中、全項目が肯定的な評価（「あてはまる及びだいたいあてはま
る」が90％以上）であった。特に「④安全や命を守る取組」についての評価が高く、家庭や地域の関係
機関と連携した行事（引渡訓練・交通教室等）の実施が、子どもたちの安全意識が高めるために大変効
果的であったと考える。次年度以降も取組を工夫し、魅力ある教育活動を計画していきたい。
 「①確かな学力の定着」については、C・Dの割合が7.4％と学力の定着を課題としている家庭が見られ
る結果であった。児童アンケート「④学習での充実感・達成感」においても、C・Dの回答が11.4％見ら
れたことから、子どもたち一人一人の力に応じた適切な個別指導・支援をより充実させていく必要があ
る。

⑨　お子さんは、友達のよさを認め思いやりの気持
　ちをもって助け合い生活している。

②　学校は、児童や保護者の相談に適切に応じ、
　いじめや不登校の早期発見・早期対応に努めて
　いる。
③　学校は、行事や縦割り活動等を通して、思い
　やり助け合う心を育成している。

④　学校は、交通教室や避難訓練、防犯教室など
　を通して、自分の命を守る子どもを育成している。

⑤　学校は、地域や保護者の方と連携し授業や学
　校行事等の様々な機会を積極的に設けている。

①　学校は、確かな学力が身につくように分かりや
　すく指導している。

　家庭の取組に関する評価は、7項目中、2項目が肯定的な回答（「あてはまる及びだいたいあてはま
る」が90％以上）であった。特に「⑦学校行事・活動への意欲」「⑨他者理解」については、高い回答
が得られた。
　一方、「⑫読書習慣」「⑧家庭学習の習慣」「⑬ゲームやタブレットの利用」についての肯定的な回
答は、50～60％台に止まっている。これら3項目については関連性が高く、児童アンケート「⑭ゲーム
やタブレットの利用」の回答結果とのずれも見受けられることから、今後も、家庭と連携し「学校・家
庭におけるICT機器のよりよい利用の仕方」を最重点項目として指導を継続していきたいと考える。子
どもたち自身が、自らの生活習慣について振り返り改善することができる力（自己マネジメント力）を
更に高めていきたい。

【学校の取組に関して】
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